
される抗体の配向性が良くないためである。今回、

我々はこの問題を解決すべくTSKgel Tresyl-5PWを用

い抗体固定化条件を詳細に検討し、抗原吸着効率の高

い免疫吸着体の調製方法を確立した。本稿では、その

抗体の固定化方法および免疫吸着体を用いたイムノア

フィニティィィ７が検ｍ７ア娨ニィＦ努いぜ甜 イ

した。

（3）抗体固定化量の測定

抗体の固定化量は、固定化反応前後のゲルスラリー

上清のタンパク質量をTSKgel G3000SW XL（7.8mm

I.D. × 30cm、東ソー製）で測定することにより計算

した。

［2］抗原結合量の測定

各種抗体を固定化した充填剤を0.1Mリン酸ナトリ

ウム緩衝液（pH7.4）でスラリー濃度10％に調製した。

調製したスラリーをカラム（6mmI.D. × 1cm）に加

え、アスピレーターで吸引しながら充填した。充填し

たカラムをHPLC装置に装着し、0.1Mリン酸緩衝液

（pH7.4）を流速0.5ml/min、25℃で平衡化した。平衡

化後、抗原各5.0mgを0.5mlの0.1M リン酸緩衝液

（ 47 ）

ド 等 の 生 体 高 分 子 が ほ と ん ど で 、 生 理 活 性 、 薬 理 作 用

を失わないように温和な条件下での精製が要求され、

かつ原料中の目的物質濃度は低い場合が多い。またバ

イオ医薬品は生命に直接かかわってくるため高い精製

度も要求される。このような生体高分子を高純度に精

製する手段としてカラムクロマトグラフィーが利用さ

れている

1)。生体高分子のカラムクロマトグラフィー

は原理によって大別すると（１）ゲルろ過クロマトグ

ラフィー（２）イオン交換クロマトグラフィー（３）

な物質の回収率も非常に高く、目的物質と特異的に結

合するリガンドが入手可能でｑ絙̝

。この問題は固定化









（2）臨床分析

ヒト血清タンパク質の臨床分析についてもイムノア






